
― 34 ―

看護学部

数理・データサイエンス・AI は、今後のデジタル社会の基礎知識であり、すべての学部生が

身につけておくべき素養ととらえ、本学では「文理融合データサイエンス教育プログラム」に

よって、大学における学び・研究、将来の仕事・生活に役立つ数理・データサイエンス・AI の

知識・技術を体系的に学びます。本プログラムには、すべての学生が身につけるべき基礎的な

「リテラシーレベル」と，その上に発展的に学ぶ「応用基礎レベル」があり、それぞれに学修

目標・修了要件が定められています。 

 
１）プログラムの科目編成と学修目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） プログラムの修了要件 

科    目 
修了要件 

備 考 
リテラシーレベル 応用基礎レベル 

大学で学ぶ・大学を学ぶ 必修 2 単位 
１年次の全学共通科目 

情報リテラシー 必修 2 単位 

統計関連科目 
 

選択２単位以上 

１〜２年次を対象とした 

各学部の専門科目 

確率の世界 

１〜４年次の全学共通科目 いわて学 B  
選択２単位以上 

データサイエンス入門 
データサイエンス応用Ⅰ 必修 2 単位 ２〜４年次の全学共通科目 

データサイエンス応用Ⅱ 必修 2 単位 ３〜４年次の全学共通科目 

 

３） 履修上の留意点 

・教育プログラムへのエントリーは必要ありません（受講科目ごとの履修登録は必要です）。 

・リテラシーレベルを修了した場合（必修２科目）、成績証明書にその旨が明記されます。 

・応用基礎レベルを修了した場合、申請によって修了証が発行されます。 

・応用基礎レベルについては、開講科目や修了要件など今後変更することがあります。 

大学で学ぶ・大学を学ぶ 

情報リテラシー 

確率の世界 

データサイエンス入門 

データサイエンス応用Ⅰ  

いわて学 B 

４ 文理融合データサイエンス教育 

リテラシーレベル 

応用基礎レベル 

統計関連

リテラシーレベルの学修目標 

✒ 数理・データサイエンス・ＡＩが社会でどのように活

用されているのか理解し，自らの専門分野の学び

に活用することができるための基礎的素養を身に

つける。 

応用基礎レベルの学修目標 

✒ リテラシーレベルの発展的な内容を理解し、自ら

の専門分野の課題解決に数理・データサイエン

ス・ＡＩを応用するための基礎能力を身につける。 

専門科目での活用 

必須 

選択 

データサイエンス応用Ⅱ

 
卒業後には社会に出て様々なフィールドで活躍することを想定して入学してきているみなさ

んにとって、大学は専門知識や能力を学び深め、更には研究するとともに、実社会で活躍するた
め基礎的・汎用的に必要となる意識や能力にも磨きをかける最終段階、と言うこともできます。 

本学で開講している科目のうち、その役割を大きく担っている科目を本学の「キャリア教育」
として提示します。みなさんにもその意識と目的を持ってこれらの科目を履修することを勧め
ます。 
 
１ 岩手県立大学のキャリア教育 
 
 岩手県立大学における「キャリア教育」は、それぞれの分野・テーマの学修・探究のなかで
「社会の中で自分の役割を果たし、自分らしい生き方を実現させること」も意図し、以下のい
ずれかの「基礎的・汎用的能力」を育てるものとしています。 

 

能力 内容 

①人間関係形成・ 

社会形成能力 

多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自分の考えを正確に

伝えることができる。 

自分の置かれている状況を受け止め、役割を果たしつつ他者と協力・協働す

ることができる。 

②自己理解・ 

自己管理能力 

自分の価値観と将来的な可能性について肯定的に理解することができる。 

自分の思考や感情をコントロールし、今後の成長のために主体的に学び、行

動することができる。 

③課題対応能力 

社会における理想状態を想定することができ、現状とのギャップとなる問題

を発見・分析することができる。 

問題から様々な具体的課題を設定し，習得した知識・スキルを用いて、自らが

実現可能で適切な計画を立て、その課題を処理・解決することができる。 

④キャリア 

プランニング能力 

働くことの意義を理解し、働くことに自らの価値を見出すことができる。 

多様な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択・活用し主体的に判断し

て自らのキャリアを形成できる。 

 
２ 該当科目一覧 
 
 各学部で学ぶ専門知識・能力を社会の中で発揮できるよう、キャリア教育も初年次から段階
的に準備されています。 
 

 

盛
岡
短
期 

キャリアデザインⅠ 
キャリアデザインⅡ 

 

看護 看護教育論、看護キャリア論、看護管理論 

社会福祉 

ソーシャルワーク入門、ソーシャルワーク演習Ⅰ、ケア論、
保育原理、経営学、ソーシャルワーク論Ⅱ、児童福祉論Ⅱ、
福祉工学、人間関係論（産業・組織心理学）、生活支援方法
論、介護福祉演習Ⅰ、ユニバーサルデザイン論、地域福祉
調査実習、コミュニティ福祉サービス実習、臨床ソーシャ
ルワークの展開、生涯発達アセスメント法、育児支援論、
障害者ケア論、認知症ケア論、生涯発達支援研究法、生涯
発達支援実習、現代福祉特講 B、介護福祉演習Ⅱ 

ソフトウェア

情報 

スタディスキルズ、キャリアデザインⅠ、プロジェクト演
習Ⅰ、インターンシップⅠ、キャリアデザインⅡ、プロジ
ェクト演習Ⅱ、システムデザイン論、システムデザイン実
践論、システムデザイン PBL、インターンシップⅡ、情報
と職業 

総合政策 

キャリア・デザインⅠ、キャリア・デザインⅡ、キャリア・
デザインⅢ、法律・行政実習 A、法律・行政実習 B、経済実
習、経営実習、地域環境調査実習 A～E、共通調査実習、イ
ンターンシップ 

基
盤
教
育 

初年次必修 
大学で学ぶ・大学を学ぶ 
基礎教養入門Ⅰ 
基礎教養入門Ⅱ 

選択 

いわて創造学習Ⅰ 
いわて創造学習Ⅱ 
いわて創造実践演習 
人間と職業 
キャリア地域学習 

５ キャリア教育 


